
理 ■

鳩
山
首
相
の
晋
天
間
問
題
処
理
は
最
後
で
ミ

ソ
を
つ
け
た
。

本
誌
が
報
じ
た

「腹
案
」
を
抱

え
つ
つ
、

そ
れ
に
反
対
す
る
平
野
官
房
長
宮
５

も
温
存
し
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
。
こ
れ
が
新
た

な
波
乱
を
呼
び
込
ん
だ
。

ョ
腹
案
』
は
消
え
て
い
な
い
」

５
月
２２
日
の
岡
田

克
也

・
外
相
―
ル
ー

ス
駐
日
米
大
使
会
談

で
ヽ
日
米
は
普
天
間

移
転
問
題
の

″現
行

案
回
帰
″
で
合
意
し

た
と
伝
え
ら
れ
た
。

そ
の
通
り
な
ら
ば
、

鳩
山
由
紀
夫

・
首
相

の
欧
北
は
明
ら
か
だ
。

本
誌
が
５
月
２．
日

号
で
ス
ク
ー
プ
し
た

「
普
天
間
移
設

・
鳩
山
腹
案
」

に
深
く
関
わ
っ
た
民
主
党
関
係

筋
は
こ
の
日
、
２
つ
の
全
く
異

な
る
情
報
に
２
度
驚
く
こ
と
に

な
っ
た
。
　

　

・

最
初
の
知
ら
せ
は
、

翌
日
の

新
聞
各
紙
の
報
道
と
同
様
の
内

容
だ

っ
た
。

つ
ま
り
、

替．櫛帥期的
「‐辺ヘス野の会古こ談ヤｒ球

ま

つ
た
。

・
海
兵
隊
訓
練
は
本
上
の
自
衛

隊
基
地
を
含
め
た
「沖
縄
県
外
」

に
移
転
す
る
。

・
詳
細
の
決
定
は
６
月
以
降
。

―
―
関
係
筋
は
こ
の
う
ち
、

後
段
の
２
項
目
は
予
想
通
り
だ

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

「
辺

野
古
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て

ギ
ョ
ツ
と
し
た
。

本
誌
が
ス
ッ
パ
抜
い
た

「婚

山
腹
案
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ

あ

っ
た
。

殉鴨の，こ天棚田たの欧湾爛屋ゃ走嚇咄”

米
国
防
総
省
は

「辺
野
古
」

を
強
く
要
求
し
た

能
を
維
持
し
、

即
時
対

応
す
る
部
隊
を
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
で
沖
縄
に
常

駐
さ
せ
る
。

こ
の
案
に
沿

っ
て
日

米
合
意
を
目
指
し
て
き

た
者
か
ら
見
れ
ば
、

訓

練
を
県
外
の
自
衛
隊
基
地
に
移

転
す
る
と
い
う
部
分
は
「腹
案
」

通
り
で
あ
る
。

確
か
に

「
辺
野

古
」
さ
え
な
け
れ
ば
、

満
点
で

は
な
い
に
し
て
も

「腹
案
で
決

ま

っ
た
」
と
い
え
る
内
容
で
は

あ

っ
た
”

し
か
し
、

多
く
の
国
民
に
と

っ
て
は
ヽ
普
天
間
問
題
の

一
番

わ
か
り
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
は
、

代
替
滑
走
路
の
場
所
で
あ
る
。

「
腹
案
」
で
は
、

通
常
は
新
田

原
も
し
く
は
鹿
屋
を
使
い
、

有

事
に
は
現
在
の
普
天
間
飛
行
場

を
使
用
す
る
と
い
う
考
え
方
を

し
て
い
た
。

そ
れ
が
「
辺
野
古
」

と
な
っ
て
は
、

「新
聞
が
書
い
た

『
現
行
案
日

帰
』
と
い
う
の
は
嫌
が
ら
せ
の

誤
報
だ
が
、

『
辺
野
古
か
ら
変

更
で
き
な
か
っ
た
』
と
国
民
に

見
ら
れ
る
の
は
仕
方
な
い
内
容

だ
っ
た
」
（民
主
党
議
員
）

と
い
う
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、

関
係
筋
は
も
う

盤

醸

圏

日

口

口

２４


